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ＩＶＲＡ：国際標準化作業が進行中！

より具体的な実装アーキテク
チャーとしての期待と潜在的

に高いブランドイメージ
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ＩＶＩプラットフォームは
リファレンスアーキテクチャー
ＩＶＲＡの実現手段です。



２０１７（昨年度）の実績
•次世代ものづくりソリューションMeister シリーズ

•動的最適化生産CPS

•中小企業向けものづくりプラットフォーム

• ものづくりサービスプラットフォーム

•製造管理システムFactoryConductor

• mcframe IoT エンジニアリングプラットフォーム

• ものづくりIoTスターターキット

•設備稼働管理PF

• デジタルモノづくり基盤

• MC-Web CONTROLLER
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国内、海外にて大々的にＰＲ！

ドイツ／ベルリン

中国／天津

シンガポール
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生産の
現場がすべての起点

エコシステムの構築環境
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生産の現場
の人々

業務シナリオ
（TO-BE） 業務シナリオ

WG
要件

コンポーネン
トリスト

プラットフォーム
プロファイル

プラット
フォーマー

接続
プロファイル

データプロ
ファイルビジネス

プロファイル

コンポーネント
プロファイル

コンポーネント
ベンダー

提案／提供

参照 参照モデル
を提供

共通アーキテク
チャー

プラットフォーム
リファレンス

モデル

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ委員会

スコープ／機能
／情報／モノ／
データ／データ
モデル／テスト
シナリオ

最も適した
プラットフォーム
を選択

◆必要なコンポーネントとのマッチング

◆利活用ユーザーシナリオとのマッチング



Ｗｅｂサイトでのプロモーション

カテゴリーから
選択する

プラットフォー
ム名から選択

ＩＶＩプラットフォーム
のアーキテクチャー
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各ＰＦの概要とソリューション
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２０１８（本年度）の新たな取り組み

• より詳細な機能を各ＰＦ側から提供することを容易
とするしかけを構築し、業務シナリオ側の要求内
容とのマッチングをシステマチックに行う

• コンポーネント提供側を新たに組織し、各ＰＦとコン
ポーネントとのデータモデルのゆるやかな結合をう
ながるエコシステムを提供する

•各ＰＦの客観的な評価のための指標やしくみを確
立し、提供者、利用者双方にとって有用な情報とし
てＷｅｂサイトで公開する

• ＩＶＲＡのフレームワークのなかで、ＩＶＩ－ＰＦの位置
づけを明確にし、海外のプラットフォーマーも巻き
込んだグローバルな展開とする
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ＩＶＩコンポーネントを新たに募集
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ＩＶＩプラットフォーム、およびＩＶＩコンポーネントは、ＩＶＩのホームページにその詳細
な機能や実装例などを掲載します。特定の要件を満たしたプラットフォーム、おお
びコンポーネントは、各社の製品、サービスのプロモーション時に、以下のロゴを
利用することができます。



プラットフォームとコンポーネントの関係

プラットフォーム側

• 共通で提供するデータモデル（プロファイル）を定義
• 共通で提供するＡＰＩ（インタフェース）を定義
• データ連携のための１つ以上のプロトコルを指定
• データ連携のためのセキュリティポリシーを開示

コンポーネント側

• 機能モデルをＩＶＩの粒度で開示
• 実装データモデルとデータプロファイルを設定
• 連携プロトコルまたはＡＰＩの公開
• １つ以上のユースケースをシナリオとともに設定
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ラインナップとして優秀なコ
ンポーネントがそろいます。

多くのプラットフォームを介
してビジネスが広がります。



マッチングのメカニズム

ＩＶＩプラットフォーム

ＩＶＩコンポーネント

ＩＶＩ業務シナリオ

ＩＶＩユースケース

ツール

プロデューサー

プラット
フォーマー

コンポーネント
ベンダー

ライン
ビルダ―

ＰＦ

インフラ

デバイス

アプリ

ＰＦ

ＰＦ

ＡＳ－ＩＳ
シナリオ

共通モデル
共通プロトコル

ゆるやかな
要求

ゆるやかな
結合
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ＩＶＩモデラーの利活用
やりとりチャート

ロジックチャート

わりふりチャート
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募集の骨子
• ＩＶＩプラットフォームの募集案内の内容は、昨年度
のものに準ずる。

•新たにＩＶＩコンポーネントの募集を行う。コンポーネ
ント単独の利用も可能とする。

•募集開始は１０月より。１１月の合同ＷＧより本格
化。締め切りは１２月末。

•申し込みがあったＰＦ、ＣＰより順次マッチングプロ
セスに入る。

•業務シナリオとのマッチングが不成立の場合には、
１２月末まではキャンセル可能。

•Ｗｅｂページの更新は２０１８年１月より。４月以降
はプロモーションモードに移行。

13



費用（協賛費）

協賛費 大規模企業 小規模企業
単独型プラット
フォーム

300万円／年 30万円／年

連合型プラット
フォーム

100万円／年 10万円／年

単独型コンポー
ネント

20万円／年 5万円／年

プラットフォーマーは、自社または子会社のコンポーネントを、以下の指定数
まで無償で登録可能とする。

協賛費 大規模 小規模

単独型 15 6

連合型 5 2
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マッチングプロセス
• マッチングイベントでのすり合わせ

•事前のプロファイル提出

• プラットフォームＷＧによるあっ旋

• ＩＶＩツールによる適合性の調査

•合同ＷＧ内でのミニ会合

•紹介用リーフレット等の作成

• ＰＦ側からの新規の業務シナリオＷＧ提案も可能と
する。

•業務シナリオＷＧによるコンポーネント単独利用も
可能とする（独自ＰＦとしての扱い）
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スケジュール
•今年度の募集に関する案内作成（９月末日）

•公開シンポジウムでの告知（１０月１２日）

• ＰＦ／ＣＰ募集説明会（１０月１９日）

•申し込み１次締め切り（２０１７年１０月末日）

• マッチングイベント（１１月２日）

•申し込み２次締め切り（確定） （２０１７年１２月）

•Ｗｅｂサイトにて公開（２０１８年１月）

•費用支払い期日（２０１８年３月末日）

•パンフレット等でプロモーション（２０１８年４月）
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